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　ＪＲ各社の新賃金交渉が終了し、それぞれの回答が出そろいました。賃金引き上げにつ

いては、すべての会社がゼロ回答となり、デフレ不況からの脱却で生活向上を願う多くの

労働者、家族の願いが踏みにじられました。一方、夏季手当については、東日本、東海、

西日本の各会社で、前年比で増額の回答となりましたが、九州は０．０３ヵ月分減額とな

りました。

　東日本会社については、震災の影響から大きく回復し、第３四半期決算で経常利益、純

利益が過去最高を記録したにもかかわらず、０．３ヵ月分の増にとどまったことは、業績

に基づいて期末手当を判断するとしていた会社の主張を覆すものであり、見過ごすことは

できません。引き続き、莫大な収益を社員に還元することを強く求めていきます。


